
平成２４年度 秦野市介護予防ミニディサービス 実施報告 

             【音楽療法プログラム】 

市の介護予防プログラムの一端を音楽療法で支援させていただいて５年【末広は２年】が過ぎま

した。 

年に２回の音楽療法セッションでは寂しいという、おおね荘ご利用者様のリクエストにお応えし

今年度は、４回のボランティアセッションを追加させていただきました。 

音楽療法秦野ネットワークのホームページで、プログラムは紹介させていただいております。又、

より良い時間となるよう、（参加する人すべての方とこの場のあり方を共有するためも）そこに

集う皆様に、ご感想やご意見をうかがい、簡単なアンケートもお願いいたしました。【ホームペ

ージにご報告済み】 

音楽療法は、秦野市の在宅高齢者支援の一端を担い、在宅で（住み慣れた地域で）よりよく過ご

すことを目標にしている活動であるとともに、今を肯定的に社会参加しながら少しでも長く自立

で過ごしたいと願う人たちの、「気持ちを受け取る場」でもあったと実感しました。 

そして、馴染みとなった音楽療法を楽しみにしてくださる人たちの多くが、歌い語ることで孤独

の開放や、ここに来れば心から笑え楽しめる時間を過ごすことができると、【実感するという言

葉】目的意識を持って参加してくださることわかり、その心意気を受け取ることができました。 

認定音楽療法士という専門職の立場では特に、（あるいは認知症ケア専門士【あるいは上級専門

士】という立場でも）、ここに集った皆さんが、介護の必要となった時こそ、音楽療法を活用さ

せていただきたいと願うようになりました。「みんなで集うと楽しい」「できることは何でもした

い」「こんなに声を出したのは久しぶり、又参加したい」様々な気持ちを直接伺うことになり、

この気持ちこそが、生涯変わることない思いであろうと、実感いたしました。孤立や孤独、閉じ

こもりは誰も望まない、と再認識いたしました。「自立でないから参加できない」という気持ち

にさせない、仲間の存在や集ってこその機能維持や回復の励み！「工夫をしてこその音楽療法」

と強く思った次第です。 

自力で公民館やプラザ・ふれあいセンターにはいかれない、「市の介護予防のための音楽療法参

加者 OB（要介護になってしまわれたかつての参加者）]の方の声を汲み、チョットしたサポート

があれば集える場所（より住まう人と密着した地域の会館等）に出向いて、人と繋がるための一

助になりたいと感じています。 

実は２５年度、自立の場（おおね荘の様な）のボランティアセッションは組んでいません。 

（おおね荘のまとめ役？担当の方も、このような場に来られなくなった参加者のためにそ



ちらを、優先にされるのでしたら、そうしてほしい、背中を押されました。） 

私たちは、音楽療法の効用をもっと知っていただきたいと思っています。 

現在、自主活動などで音楽療法を試してみたいという現場を模索中です。ご多用かと思い

ますが、アドバイスいただければ嬉しいです。 

 

 

 

毎週自治会館が【地域の高齢者の交流や孤立孤独の軽減・防災支援の場・社会参加を目的

とされたボランティア自主活動のために開放されている】開放されているある地区で、歌

の集いをさせていただいています。一つの曲「花は咲く」がこの地区と市の介護予防のた

めの音楽療法（おおね荘・末広ふれあいプラザ）のかけ橋？になりました。エピソードと

してご報告いたします。 

 

「花は咲く」で繋がりました。（エピソード） 

 

東日本大震災後、「ここで集える（市のミニディサービス事業）幸せとは何か」「少しでも、

力になりたい」と、遠く秦野の地であっても、折々で（季節の歌や故郷にまつわる話で）

語られました。音楽療法士として「ここに集う皆様」と何ができるかと考えたとき、忘れ

ないこと・学ぶこと・できることをすすんですること・伝えること・関心を持つこと。こ

のようなこと以外、具体的な「何か」は見つかりませんでした。しかし、毎回のセッショ

ンで季節の歌・思い出の歌・生活のエピソードの中で震災にふれ、かつて訪れたことのあ

る東北地方の話題を語り合う活動や人とのつながりの大切さを感じあいました。 

 そんな時、（昨年）テレビで「花は咲く」が紹介され、誰もが耳にし、おなじみの曲とな

りつつあることを知りました。これを皆様と歌うことを思いつきました。しかし「歌詞も

出だしのメロディーも、童謡唱歌と違い馴染みもなく少し難しい？」という先入観が先に

立ってしまいました。高齢期を生きる皆様と、わずか数分のコーナーで共有するのは、「自

分たちには難しい？覚えられない」という、マイナスイメージを持たせてしまうのではな

いかと、心配しました。しかし今年になり、先に紹介した、ある地域活動をきっかけに、

このミニディサービスでも取り入れようと思い立ちました。 

 

おおね荘で「花は咲く、うたいませんか？」とお持ちしたところ「この歌、いい歌なんだ

よね」「いつか歌いたいと思っていた」という男性参加者の一声で皆様とその日、この歌を

楽しむこととなりました。それは「せっせっせのよいよいよい」で馴染んだ、汽車や茶摘

みの歌手遊び【手合せ、せっせ】を取り入れた、身体運動の活動を通してでした。この「せ

っせ（対人で行う方法をすぐ隣の横の人とつながるようにする、横せっせ）」は、すぐに皆



様を虜にしました。小さな人の輪・大きな輪お隣近所、座った場所で、「花は咲く」の手合

わせが始まりました。音楽療法の手法で、わずか数分のうちに一人残らずこの輪に加わる

ことができ、満面の笑みを共有することができました。【もちろん、歌も歌いました】 

 音楽療法の目標は、集った仲間と連帯感や感謝の気持ちが育つことや、日々を自分らし

く楽しむこと、人生を肯定し、困難があっても誇り高く生きるための一助となる支援です。

ひとり暮らし、高齢期を生きていても、決して一人ではなく孤独にはしないという支援で

もあります。「やってみよう！」「繋がってみよう」と励ましあって、過ごすことは楽しい！

という積み重ね（経験）をする「場」でもあると考えています。音楽療法の手法を使うと

いうこと、それは歌の練習をし、歌がうまく歌えるようになることにとどまりません。人

と繋がることの楽しさを積み上げる作業でもあります。集う顔ぶれ、数はその折々で異な

ります。 

 市のこの介護予防のためのミニディサービスを重ねることで、歌を楽しみたい気持ちや、

みんなで集うと楽しいという気持ちは、だれもが共通して持っているとわかりました。高

齢期を生きていても、社会や時代に決して無関心ではなく、関心をもって過ごしていると

いう事実。そして良くいきたいという気持ちの高さ、このようなメッセージを受け取りま

した。 

「花は咲く」の歌の印象や受け取り方は様々でしたが、深く心に染み入っていました。気

持ちを広く共有したい思いも更に募っていました。そして、気持ちよく皆さんとつながり

たいという、メッセージが感じられました。 

 「横せっせ」で繋がって歌うこと。それは、せっせする手のひらの温かさ、打つ手の強

さ、やさしさ、気持ちを合わすことの難しさ、あった時の嬉しさを知ることでした。「花は

咲く」は様々な感情を呼び起こしました。末広ふれあいプラザでも同様でした。いつか地

域の人１００人？（たくさんの）の「横せっせ」を楽しみたい、と大笑いをしました。そ

して願うようになりました。 

音楽の力を借り、震災を忘れないこと、いくつになっても、どこで暮らしていても支援を

したいという気持ちがあること、その気持ちを届けたいと思うこと、関心を持ち続けるこ

と。この気持ちを共有すること、それは私たち音楽療法士にできる「ささやかな祈り」で

もあります。来る人みんなに「ようこそ～」と声をかけて！ 
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